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<合唱コンクールの作文(^^♪> 
１４日（水）に、合唱コンクールの作文を書きました。運動会後も

作文を書きましたが、半年ほどで表現力や文章の構成力が磨かれ、よ

り自分の思いが伝わる内容を書くことができました。 
 

 去年の私は、とにかく声を出そうと音の強弱を無視して歌っており、それを

改善しようとする姿勢もありませんでした。また、クラス全員で歌っていると

いう意識も無く、一人で歌っている感じでした。 

練習が始まり、「去年は何も取れなかったし、今年こそは何か取りたい」と

考えました。楽譜を見て強弱を意識し、ビブラートもやってみて、ホール全体

に響く声を目指しました。また、昨年に引き続き審査員になり、今年は学年代

表にも挑戦しました。 

そして迎えた本番当日。休みが十人もいて驚きましたが、休んだ人の分も精

一杯頑張りました。結果は残念でしたが、自分たちの全力を出せた良い合唱コ

ンクールにできました。本番後に友達から「声が聞こえた」と言われた時は、

自分の頑張りを認められたようで嬉しかったです。 

私たちが歌った『群青』は、震災で離れた友を思っての歌なので、休んだ人

のことを考えて歌えたという点では、曲の世界線を表現できて良かったです。 

結果は良くなくても、自分を成長させることができた良い合唱コンクールで

した。ただ、勝利の喜びを味わってみたいという気持ちもあるので、来年こそ

は賞を取りたいです。 

○組 ○○ ○○ 
 

合唱コンクールまでの本番にいたる過程で、仲間と協力したり、ぶ

つかったりすることがあったと思います。中には歌うことや、そもそ

も集団で何かに取り組むことが苦手な生徒もいたと思います。ただ、

最後は全員で心を一つにして、気持ちを込めて歌うことができました。

合唱コンクールを通じて得たこと・学んだことを、今後の学校生活に

生かして、より良い集団生活をみんなでつくりあげましょう。 

 来年度の合唱コンクール、最上級生として聴く者を感動させる合唱

を楽しみにしています。 

<自分の身は自分で守れるように         > 
 １６日（金）の給食準備中に、日本国内では地震の規模を表すマグ

ニチュードが９．９の史上最大規模の地震が起こるという緊急地震速

報で発令されました。後に取り消しが発表され、「誤報」ということ

が分かりましたが、皆さんは緊急地震速報が発令されている間、正し

い避難行動を自分で取ることができたでしょうか。 

 人間は心の安定を保つために、自分にとって都合の悪い情報を無視

したり、過小評価したりする心の癖があるそうです。これを「正常性

バイアス」と呼んでおり、特に災害発生時は、危険な状態や異常事態

でも「自分は大丈夫」「誰も避難していないので大したことはない」

と判断してしまい、被害に巻き込まれてしまうことが多いようです。 

 だからこそ、１回１回の避難訓練が大切になります。学校生活にお

いて、いつ起こるか分からない地震や火災等にどう対応するのか。避

難経路や集団で避難する際に、何に気を付けなければならないのか、

確認をしましょう。無用な心配で終わることが一番ですが、社会の授

業で学習したとおり、太平洋側の南海トラフを震源とした大地震が、

今後３０年以内に８０％近い確率で発生します。防災に関する意識を

高めて、いざという時に自分の身は自分で守れるようにしましょう。 
 

<保護者の皆様へ> 

 来週実施の校外学習に向けて、本日しおりを製本しましたので内容

をご確認ください。全員が万全の体調で当日の校外学習に参加できる

よう、引き続きご自宅での体調管理をよろしくお願いします。 

 また、２０日（火）は外部講師をお招きして、「がん」について学習

をしました。学習の最後に、保護者の方向けにメッセージカードを作

成しましたので、お手元に渡っているかどうかご確認ください。 
 

<来週の予定> 

日付 予定 連絡 

１０月２６日（月） 朝：学年集会 ８：２０整列・出発 

１０月２７日（火）   

１０月２８日（水）   

１０月２９日（木） ⑥校外学習前日指導  

１０月３０日（金） 校外学習 都内巡り        
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